
進展する国立国会図書館事業と

公共図書館に期待すること
会員でない方も参加できます。

講師：田中久徳氏(元 国立国会図書館副館長)

主催：特定非営利活動法人 共同保存図書館･多摩
●ＨＰ：https://www.tamadepo.org/ 〒182-0011 調布市深大寺北 1-31-18

●Ｅ-Mail：office@tamadepo.org （お問い合わせは、e-mail で❣）

・日 時：３月２２日(土) 午後２時～４時３０分

・会 場：東京都公文書館１階研修室（JR中央線西国分寺駅下車徒歩８分）

・参加費：５００円

・定 員：６０名 ＊先着順。ただし、多摩デポ会員と多摩地域の図書館職員を優先。

・申込み：E-Mail 又は Fax で、お名前と所属を明記してお申し込みください.

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ office@tamadepo.org Fax 042-484-3945

・〆 切：３月１４日（金）

国立国会図書館の近年のサービスの充実は目覚ましいものです。特に、蔵書のデ

ジタル化に関しては、２０世紀末の刊行分まで完了し、登録した個人への送信サー

ビスが始まっています。地域の公共図書館が充実したサービスを続ける意義を、改

めて問われる状況になっています。

実は、国立国会図書館には納本制度があるというものの、思いのほか未収集資料

かあり、地域資料にも十分対応できているとはいえません（それらの資料が公共図

書館には偏在しています）。図書館サービスを、住民の誰もが自在に「国の蔵書」

を利用できるように充実させていくためには、今こそ国立国会図書館と公共図書館

が相互に連携・協力することが求められています。講師には、公共図書館への期待

を率直にお話しいただきます。質問、意見大歓迎！


